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空手道の授業を行いました 
 

今年度より、３年生体育の授業で空手道を採用します。本日の４時間目、岐阜県空手道連

盟の方々においでいただき、学年授業でオリエンテーションを実施しました。 

授業では、空手道の由来や魅力、礼儀作法や基本技を教わりました。また、これからの東長

良中学校オリジナルの形を特別に考えていただき、見本を示していただきました。形の名前は、「キ

ョウユウケイジョ」と名づけました。 

授業の中で、昨年引退された西濃運輸の新馬場一世さんに模範演武「スーパーリンペイ」を

披露していただきました。演武の風を切る音や気合などあまりの迫力に生徒は圧倒され、世界の

技を間近で感じることができました。また、少しの時間ではありましたが、学年一斉で突き技の練習

をしました。はじめは勝手がわからないようでしたが、最後には大きな声（気合）が出ていました。来

賓としてお見えになった世界空手道選手権を４連覇された西濃運輸総監督の若井敦子さんから

も「気合もあって良かった。」とお褒めの言葉をいただきました。 

本校では、これまで武道として剣道を行ってきましたが、新型コロナウイルスの感染予防対策と

して、面や小手の共用ができず、発展的な学習への展開に苦慮していました。空手道は、互い

の距離が取れることで、安心して取り組むことができそうです。 

 

 


